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取締りを行ったほか、県民に対して医薬品等の正しい知識の普及に努めた。

区 分 立入施設数

立 入 検 査 760施設

② 無許可・無承認医薬品等指導取締

痩身や強壮効果を標榜する健康食品の買上調査を行い、県食品安全検査センターに

おいて医薬品成分の含有を確認する分析を行った。

区 分 買上数 検 査 結 果 事業費

健 康 食 品 21製品 不検出 1,137千円

(３)危険ドラッグ対策 決算額 207千円

平成27年３月に制定した「県薬物の濫用の防止に関する条例」に基づき、麻薬、覚

醒剤等と同等以上に身体に危険な薬物を「知事指定薬物」に指定し、迅速に危険ドラ

ッグの規制を行った（４回、17物質）。

(４)献血対策 決算額 3,481千円

献血思想の普及啓発と献血運動の推進を図り、令和２年度においては県内献血目標

者数の献血者を確保できた。

県内献血目標者数 県内献血実施者数 内 訳

成分献血 400ml献血 200ml献血

88,890人 92,299人 33,730人 55,448人 3,121人

また、県赤十字血液センターに対して献血推進員設置費補助を行い、事業所等への

献血協力依頼を強力に推進するなど、県内における献血者の安定的な確保を図った。

このほか、骨髄移植を必要とする患者の希望に応えるため、県赤十字血液センター

及び県骨髄バンク推進連絡協議会と連携して啓発活動などを行った結果、令和２年度

末現在の県内骨髄移植ドナー登録者数（累計）は6,078人となった。

区 分 事 業 概 要 事業費

血 液 事 業 推 進 令和2年度県献血功労者等表彰式 379千円

・表彰者数 1,260者

若 年 層 献 血 者 対 策 献血デビュー支援事業 900

・啓発資材作成 14,500個

県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー 献血推進員 1人 1,205

献 血 推 進 員 設 置 費 補 助 訪問施設数 182施設

骨 髄 移 植 普 及 対 策 献血推進員 1人 997

骨髄移植ドナー支援

・補助金 910千円

(70千円×13件)

計 3,481

(５)毒物劇物取締 決算額 1,034千円

毒物劇物関係の事件・事故を防止するため、毒物劇物取扱者試験を実施するととも

に、毒物劇物営業者及び業務上取扱者に対し、毒物劇物の適正な取扱いや保管管理等

の指導取締を行った。

区 分 出願者数 受験者数 合格者数 合格率

毒物劇物取扱者試験 352人 330人 160人 48.5％
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